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新「伊方町」合併10周年
平成27年度当初予算について
狂犬病予防注射のお知らせ
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平成27年度当初予算について
狂犬病予防注射のお知らせ

P 4・5
P 6・7
P 9

三崎保育所入所式
　4月6日、三崎保育所で入
所式を開催しました。(各保育
所の入所式は裏表紙でお知ら
せしています。)

三崎保育所入所式
　4月6日、三崎保育所で入
所式を開催しました。(各保育
所の入所式は裏表紙でお知ら
せしています。)
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町のお知らせ

第１次申請受付期間

第２次申請受付（予定）期間

受付時間

受付場所

提出書類

山岡建設

飛田建設㈲

㈲宇都宮組

㈲竹場建設

愛光産業

㈲緒方工務店

三好電気

㈲三崎建設

㈲中村電気商会

阿部工務店

39-0235

38-0719

38-0606

39-0670

52-0727

57-2673

57-2406

54-1077

54-0080

56-0248

井上建設㈲

伊方電気工事㈱

㈲堀保組

大黒建設㈲

上村建築

藤川建設㈲

㈲浜本建設

㈲小林建設

39-0147

38-0636

39-0619

38-1087

53-0451

53-0850

54-2203

54-0571

田中建設㈲

浪下建設㈲

朝日産業㈲

末光建設㈲

伊藤建設㈲

㈲増田建材

堀田建設㈱伊方支店

38-1322

39-0376

38-0926

52-0162

52-0213

54-0619

54-0683

５月26日（火）～６月12日（金）

８月３日（月）～８月21日（金）

午前８時30分～午後５時15分（土、日、祝日除く）

伊方町役場　２階　建設課　又は　各総合支所地域振興室

ア　伊方町危険廃屋解体撤去事業補助金交付申請書

イ　解体しようとする住宅の所有者であることを証する書面

ウ　解体撤去工事に要する事業費の内訳説明書

エ　位置図

オ　現況写真

カ　その他必要とする書類

・木造住宅が対象です。 
　※倉庫は補助対象外
・町の定める不良度の基準を満た
す必要があります。
・解体後は更地にしていただきま
す。 
　※建て替える場合は補助対象外

問い合わせ先　伊方町役場建設課　　　　 TEL ３８－２６５６
　　　　　　　瀬戸総合支所地域振興室　 TEL ５２－０１１３
　　　　　　　三崎総合支所地域振興室　TEL ５４－１１１３

　広報４月号で紹介した「伊方町危険廃屋解体撤去事業」につい
て、平成27年度の申請を受け付けます。
　申請に必要な書類は、本庁建設課や各総合支所の窓口でお渡し
します。また、町のホームページからもダウンロードできます。
　補助金額は、前回もお伝えしたとおり解体撤去工事等実施額の
２分の１とし、限度額を50万円としています。
　また、補助対象となる不良住宅は町の定める不良度の基準を満
たす必要があるため、申請前には必ず登録業者に申請額の見積り
や家屋の状況等について確認していただいてから、補助金交付申
請書等の提出をお願いします。

伊方町危険廃屋解体撤去事業の申請受け付けについて

申請時の注意点

※申請後の手続きについては、事業採択通知時にあわせてお知らせします。

※事業の詳細については、伊方町役場建設課までお問い合わせください。

登録業者一覧（順不同）

地域

伊方

瀬戸

三崎

業者名 電話番号 業者名 電話番号 業者名 電話番号
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総
務
課

▽
総
務
管
理
室

　

室
長　
　
　
　
　

菊
池
　
暁
彦

　

主
任　
　
　
　
　

藤
川
　
輝
之

▽
課
付
室
長　

女
川
町
派
遣　

 

　
　
　
　
　
　
　
　

大
野
　
信
幸

▽
課
付
主
任　

愛
媛
県
派
遣　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

田
所
　
孝
之

財
政
課

▽
財
政
管
理
室

　

室
長　
　
　
　
　

岩
村
　
寿
彦

町
民
課

　

課
長
兼
住
民
生
活
室
長　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　

菊
池
　
嘉
起

▽
町
見
出
張
所

　

所
長
兼
二
見
出
張
所
長　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
藤
　
司

福
祉
課

　

課
長　
　
　
　
　

橋
本
　
泰
彦

▽
福
祉
対
策
室

　

室
長
（
愛
媛
県
人
事
交
流
）

　
　
　
　
　
　
　
　

松
岡
　
俊
邦

　

主
任　
　
　
　
　

山
本
　
宏
貴

▽
医
療
対
策
室

　

室
長　
　
　
　

堀
口
　
磨
理
子

▽
伊
方
保
育
所

　

所
長　
　
　
　

石
井
　
喜
代
美

　

主
席
保
育
士　
　

木
下
　
芳
子

▽
加
周
保
育

　

主
任
保
育
士　
　

山
下
　
久
美

▽
大
浜
保
育
所

　

所
長　
　
　
　
　

阿
部
　
直
子

　

主
任
保
育
士

　
　
　
　
　
　

佐
々
木
　
亜
佳
音

▽
三
机
保
育
所

　

所
長　
　
　

宇
都
宮
　
喜
美
子

▽
川
之
浜
保
育
所

　

主
席
保
育
士

　
　
　
　
　
　
　

大
瀧
　
真
奈
己

▽
三
崎
保
育
所

　

所
長　
　
　
　
　

宮
本
　
悦
子

▽
瀬
戸
診
療
所

　

医
師
兼
大
久
出
張
診
療
所
長　

　
　
　
　
　
　
　
　

鶴
田
　
寛
二

　

主
任
看
護
師
（
再
任
用
）

　
　
　
　
　
　
　

髙
藤
　
喜
代
子

保
健
介
護
課

　

課
長
兼
介
護
保
険
室
長

　
　
　
　
　
　
　

小
野
瀬
　
博
幸

産
業
振
興
課

　

課
長
兼
商
工
振
興
室
長

　
　
　
　
　
　
　
　

大
野
　
金
能

▽
商
工
振
興
室

　

主
任　
　
　
　
　

牛
尾
　
元
宣

建
設
課

▽
地
域
整
備
室

　

主
任　
　
　
　
　
　

稲
田
　
紹

瀬
戸
総
合
支
所

　

支
所
長
兼
地
域
振
興
室
長

　
　
　
　
　
　
　
　

井
上
　
利
彦

▽
地
域
住
民
室

　

主
任　
　
　
　
　

奥
山
　
清
司

▽
地
域
振
興
室

　

主
任　
　
　
　
　

中
田
　
公
平

三
崎
総
合
支
所

　

支
所
長
兼
地
域
住
民
室
長
兼
地

　

域
振
興
室
長

　
　
　
　
　
　
　
　

大
田
　
甚
好

▽
地
域
振
興
室

　

主
任
（
再
任
用
）

　
　
　
　
　
　
　
　

片
岡
　
孝
弘

上
下
水
道
課

▽
上
水
道
室

　

専
門
員
（
三
崎
担
当
）
兼
三
崎

　

総
合
支
所
地
域
振
興
室
専
門
員

　
　
　
　
　
　
　
　

梶
原
　
知
樹

会
計
室

　

室
長　
　
　
　
　

井
上
　
充
彦

議
会
事
務
局

　

次
長　
　
　
　
　

中
井
　
香
織

教
育
委
員
会
事
務
局

▽
学
校
教
育
室

　

室
長
兼
伊
方
学
校
給
食
セ
ン

　

タ
ー
所
長　
　
　

井
村
　
桂
子

▽
生
涯
学
習
室

　

主
任　
　
　
　
　
　

山
崎
　
進

▽
国
体
準
備
室

　

室
長　
　
　
　
　
　

林
　
栄
作

▽
瀬
戸
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　

所
長　
　
　
　
　

大
塚
　
伸
弥

▽
図
書
館

　

館
長
兼
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

所
長　
　
　
　
　

谷
口
　
良
二

▽
中
央
公
民
館

　

館
長　
　
　
　
　

中
田
　
信
幸

　

４
月
１
日
付
け
で
職
員
の
異

動
が
あ
り
ま
し
た
。
主
任
級
以

上
の
異
動
職
員
を
掲
載
し
ま
す
。

人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

　

４
月
よ
り
瀬
戸
診
療
所
へ
着

任
致
し
ま
し
た
鶴
田
寛
二
と
申

し
ま
す
。
自
治
医
科
大
学
卒
業

生
と
し
て
、
微
力
な
が
ら
伊
方

町
の
医
療
に
貢
献
で
き
れ
ば
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
、
は
じ
め
ま

し
て
。
私
た
ち
５
名
は
一
日
で

も
早
く
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
一
生
懸
命
が
ん

ば
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

新
規
採
用
医
師
紹
介

新
規
採
用
職
員
紹
介

瀬戸診療所
鶴田　寛二

総務課
総務管理室
吉田　航大

総務課
総務管理室
登口　大貴

福祉課
加周保育所
井村　詩織

保健介護課
中央保健センター
上田　陽

教育委員会事務局
学校教育室
井上莉沙子



4広報 いかた・2015. 5

合
併
10
周
年
記
念
事
業
の
内
容
（
予
定
）

　

・ 

合
併
10
周
年
記
念
式
典　

　

・ 

合
併
10
周
年
記
念
表
彰

　

・ 

合
併
10
周
年
記
念
誌
作
成　
　

な
ど

　

平
成
17
年
4
月
1
日
に
、
伊
方
町
、
瀬
戸
町
、

三
崎
町
の
３
町
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
「
伊
方

町
」
は
今
年
で
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
合
併
時
に
定
め
た
ま
ち
の
将
来
像

を
『
よ
ろ
こ
び
の
風
薫
る
ま
ち　

新
い
か
た
』、

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
を
『
町
民
の
一
人
ひ

と
り
が“

キ
ラ
リ
と
光
る”

ま
ち
づ
く
り
』
と

し
て
掲
げ
、
こ
れ
ま
で
新
町
建
設
計
画
に
掲
げ

た
主
要
事
業
の
実
現
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
合
併
前
に
は
予
測
し
て
い

な
か
っ
た
東
日
本
大
震
災
の
発
生
に
伴
う
防
災

減
災
対
策
や
避
難
対
策
な
ど
の
新
た
な
行
政

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
や
国
が
進
め
る
地
方
創
生
へ

の
対
応
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
10
年
間
を
振
り
返
る

と
と
も
に
、
将
来
に
備
え
た
新
た
な
歩
み
を
踏

み
だ
す
た
め
に
、
今
年
度
、
合
併
10
周
年
記
念

事
業
を
実
施
す
る
ほ
か
、
新
た
な
伊
方
町
総
合

計
画
の
策
定
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

国
が
進
め
る
地
方
創
生
の
動
き
に
取
り
残
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
伊
方
町
が
将
来
に
向
け
た
大

き
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
町
民
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新
「
伊
方
町
」
は
合
併
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た

　合併から10年が経過し、これからの新たな計画策定にあたり、合併後10年間の評価
検証を行い、将来の財政予測を適切に行ったうえで、新たなまちづくり指針の検討に取
り組む必要があるため合併検証作業を行いました。

合併後10年の検証結果について

○合併10年の状況

１．人口の推移（国勢調査の結果）

２．学校等の統合（閉所・閉校による変化の状況）

伊方地域

瀬戸地域

三崎地域

計

保育所

小学校

中学校

6,039

2,410

3,646

12,095

 ８保育所
　伊方４
　瀬戸３
　三崎１

 6校
　伊方3
　瀬戸２
　三崎１

 ３校
　伊方１
　瀬戸１
　三崎１

5,553

2,141

3,188

10,882

△ 486

△ 269

△ 458

△ 1,213

△ 8.05

△ 11.16

△ 12.56

△ 10.03

平成17年

平成27年度

※今年10月に国勢調査が実施されます。

保育所

小学校

中学校

  11保育所
　　伊方５
　　瀬戸４
　　三崎２

  11校
　　伊方５
　　瀬戸３
　　三崎３

 ４校
　伊方１
　瀬戸１
　三崎２

平成17年度

平成22年 増減（人） 増減率（％）
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地
方
に
お
け
る
安
定
し
た

　
　
　
　
　

雇
用
を
創
出
す
る

地
方
へ
の
新
し
い

　
　
　
　

ひ
と
の
流
れ
を
作
る

若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・

　

子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る

時
代
に
合
っ
た
地
域
を
つ
く
り
、

安
心
な
く
ら
し
を
守
る
と
と
も

に
、
地
域
と
地
域
を
連
携
す
る

地
域
産
業
の
競
争
力
強
化

地
方
移
住
の
推
進

結
婚
・
出
産
・
子
育
て
支
援

　「
小
さ
な
拠
点
」
の
形
成

支
援

　

合
併
10
周
年
を
迎
え
た
伊
方
町
。
ま
ち
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
行
政
運
営
の
指
針

を
示
し
た
「
伊
方
町
総
合
計
画
」
も
平
成
27
年
度
で
計
画
最
終
年
と
な
る
た
め
、
今
年

度
「
伊
方
町
第
二
次
総
合
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。
10
年
間
の
検
証
結
果
を
ふ
ま
え
て
、

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
長
期
的
な
展
望
を
示
す
た
め
の
施
策
を
盛
り
込
ん
で
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
の
克
服
と
地
方
創
生
の
た
め
、
国
か
ら
「
地
方
版
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」

及
び
「
地
方
版
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
、
実
行
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、

今
年
度
中
に
策
定
し
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
ま
ち
を
元
気
に
す
る
地
方
創
生

へ
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

３．財政状況

①　基金残高の推移

①基金：一般家庭の貯金にあたります
②経常収支比率：80％を超えると財政の弾力性が失われつつあるとされています
③実質公債費比率：18％を超えると町債の発行にあたり許可が必要となります
④町債：一般家庭の借金にあたります

H17

H18

H19

H20

H21

H22

H23

H24

H25

7,576,755

7,945,002

7,930,106

7,602,481

7,342,491

8,552,458

9,551,808

8,968,239

9,627,372

1,351,573

1,593,932

1,439,074

1,643,142

1,747,705

2,322,663

2,700,213

2,342,095

2,409,058

基　金
残高①

うち財政
調整基金年度

②　財政力指数の状況

H17

H18

H19

H20

H21

H22

H23

H24

H25

0.57

0.58

0.59

0.57

0.54

0.53

0.52

0.53

0.52

85.7

87.6

86.7

86.5

86.1

85.1

84.7

84.5

82.9

14.3

16.8

16.5

16.1

14.9

12.8

11.4

10.7

9.9

13,547,217

13,575,379

10,256,958

13,323,421

12,831,631

12,500,039

12,107,869

11,903,671

11,421,056

財政力
指　数

経常収支
比率(％)②

実質公債費
比率(％)③

町債残高
（千円）④年度

今
後
の
取
り
組
み

まち・ひと・しごと創生「総合戦略」の基本目標（国）

好循環を支える
まちの活性化

「しごと」と「ひと」
の好循環作り

主
　
な
　
施
　
策
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平成27年度 一般会計予算 91億5,111万8,000円

 よろこびの風薫るまち　伊方
 「協働・共生・個性を大切に、一人ひとりがキラリと光るまちづくり」  を目指して

町税　　　　町民税や固定資産税など町民の方が納める税金 
地方譲与税　国が徴収した特定の税金から地方に配分されるお金 　　 
地方消費税交付金　消費税のうち、地方に配分されるお金 
地方交付税　全国どの市町村でも同じサービスが行われるために国から
配分されるお金 
国庫支出金　町が行う事業に対して国から交付される、使い道が決めら
れているお金 
県支出金　町が行う事業に対して県から交付される、使い道が決められ
ているお金 
繰入金　一般会計、特別会計及び基金の間で相互に資金運用するお金 
町債　住宅ローンのように長期に渡って返済する借入金

議会費　議会の運営に使われるお金 
総務費　役場の運営に使われるお金 
民生費　福祉などに使われるお金 
衛生費　健康増進、環境保全などに使われるお金 
農林水産業費　農林水産業の振興などに使われるお金 
商工費　商工業や観光の振興などに使われるお金 
土木費　道路、港湾整備などに使われるお金 
消防費　消防活動、救急、防火活動などに使われるお金  
教育費　学校教育や生涯学習に使われるお金

その他
174,113千円

2%

その他
5,218千円
0.05%

議会費
104,261千円

1%

総務費
1,529,602千円

17%

民生費
1,876,880千円

20%

衛生費
728,959千円

8%

農林水産業費
622,597千円

7%

商工費
369,000千円

4%

土木費
1,313,455千円

14%

消防費
423,906千円

5%

教育費
981,305千円

11%

公債費
1,195,935千円

13%

町税
2,615,819千円

28% 地方譲与税
73,000千円　1%

地方消費税交付金
159,000千円　2%

地方交付税
2,780,000千円

30%

使用料及び
手数料

100,478千円
1%

分担金及び
負担金

55,590千円
1%

国庫支出金
1,006,060千円

11%

県支出金
745,830千円

8%

繰入金
897,728千円

10%

町債
543,500千円

6%

歳　入
9,151,118千円

歳　出
9,151,118千円

(前年度比3.8％増)

[歳　入] [歳　出]
用語説明
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まちの予算

一般会計予算の主な新規事業等

平
成
27
年
度
予
算
が

　
　
　
　
　
議
会
で
承
認

　

平
成
27
年
度
当
初
予
算
が
、

３
月
９
日
（
月
）
か
ら
13
日

（
金
）
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ

れ
た
町
議
会
第
40
回
定
例
会
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
は
、
91
億
５
，
１

１
１
万
８
千
円
、
前
年
度
対
比

3.
8
％
、
３
億
３
，３
１
４

万
２
千
円
の
増
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

第
一
次
産
業
の
活
性
化
、
新

た
な
観
光
事
業
、
子
育
て
環
境

の
充
実
や
高
齢
者
福
祉
の
向
上
、

防
災
・
減
災
対
策
に
取
り
組
む

た
め
の
予
算
編
成
と
し
て
い
ま

す
。

　

主
な
事
業
と
し
て
は
小
学
校

タ
ブ
レ
ッ
ト
型
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ

ン
整
備
事
業
、
道
路
新
設
改
良

事
業
、
集
会
所
耐
震
等
事
業
、

災
害
対
策
基
金
積
立
金
及
び
佐

田
岬
灯
台
周
辺
整
備
事
業
な
ど

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

◎新規事業　○拡充事業（単位：万円） （単位：千円）

◎　三崎保育所の移転新築のための設計
○　放課後に児童を預かる学童クラブの運営
○　子育ての相談・支援場所を開設
○　高齢者の生きがいづくりのための
　　　　　　　　　　　野菜苗・種の配布
◎　国保税の高騰を抑制するための繰出金
　　障害者自立支援の給付費

　　三机小学校校舎の外部を改修
◎　各小学校にタブレット型
　　　　　　　　　ノートパソコンを整備
◎　各小学校に電子黒板を購入
◎　小学校低学年を対象とした
　　　　　　　　　　英語スクールの開催

◎　愛媛国体のための
　　　　　　スポーツセンター改修等事業
　　体育施設の耐震補強事業

　　町道宇和海線他の道路新設改良事業
　　伊方港の護岸背後法面の落石防止対策事業
　　集会所の耐震等事業を実施
○　災害対策基金の積み立て
◎　災害時に備える備蓄品の購入

　　労働力軽減のための
　　　　　　　　単軌道更新に対する補助
　　稚貝放流事業の実施
　　九丁漁港（二見）の護岸を改良
◎　イルミネーションの増設
◎　大久展望台をライトアップする電飾工事
◎　観光による地域振興のための
　　　　　　　　　　佐田岬灯台周辺整備
◎　ブルーライン整備による自転車道整備事業

　　ふるさとづくり自治活動補助金
◎　合併10周年記念式典と商品券等の経費

616
1,566
182

418

1億
2億9,584

　3,000

5,386

1,977

112

6,216

1億2,849

　7億1,813
4,070
1億899
2億5,027

955

　
2,279

828
1億1,000

600
1,000

1億5,707

1,950

　3,373
1,962

事　　業　　内　　容
保健・医療・福祉

教育・文化

社会基盤

産業振興

住民協働・行財政

予　算　額

3.8

△ 5.1

3.7

13.2

20.5

△ 7.1

38.7

△ 3.3

△ 4.0

△ 4.7

△ 5.6

2.5

4.2

△ 0.3

5.9

7.7

4.6

9,151,118

34,642

9,185,760

2,768,666

2,170,220

598,446

38,951

168,177

1,206,113

14,429

　
328,677

59,966

38,755

63,536

4,687,270

443,763

14,316,793

一 般 会 計

学 校 給 食 会 計

　 計 　

国民健康保険会計

　・事　業　勘　定

　・直営診療施設勘定

港湾整備事業会計

後 期 高 齢 者 医 療
保 険 会 計

介 護 保 険 会 計

介護サービス会計

公 共 下 水 道
事 業 会 計

小 規 模 下 水 道
事 業 会 計

特定地域生活排水
処 理 事 業 会 計

風力発電事業会計

　 計 　

水 道 事 業 会 計

合　　　　　計

会　計　名 予 算 額

会計別当初予算額

対前年度 
伸率（％）

区
分

普
通
会
計

特　
　

別　
　

会　
　

計

企
業

会
計
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町のお知らせ

　４月１日付けで、田中　発さん（旧伊方地域）、三好賢治さん（旧瀬戸地域）、山本　忠男さん（旧
三崎地域）の３名が総務大臣から行政相談委員に委嘱されました。
　行政相談委員は、国民の皆さんの行政に関する苦情や意見・要望をお聞きし、皆さんと役所などの間
に立ち、公正・中立的立場で相談にのってくれます。
　開設日時・場所につきましては、21ページをご覧ください。
　相談は無料で秘密は厳守されますので、お気軽にご相談ください。

■１部屋5,000円（２人まで）
　※３人目～追加料金
■入浴無料（10：00～21：00）
　※部屋にシャワー等はありません。

総務大臣が行政相談員を委嘱

原子力災害対策防護施設整備事業に２億円
　平成２６年度伊方町一般会計補正予算（第７号）が３月定例会で承認されました。
　今回の補正予算額は２億６,０７９万３千円増額で、累計１１０億１,３０６万７千円となりました。
原子力防災対策のため屋内避難施設を確保する事業などが盛り込まれています。

3月定例議会の報告について

亀ヶ池温泉　簡易宿泊施設
4/25(土)オープン！！

ご予約・お問合せ　〒796-0422　愛媛県西宇和郡伊方町二見甲1289番地
　TEL (0894)39-1160  FAX (0894)39-1170   http://www.kamegaike.com/

一般会計補正予算（第７号）の主な事業

科　　目 事　　業　　内　　容 予　算　額
衛 生 費
農 林 水 産 業 費

商 工 費

消 防 費

水道事業会計への補助金
三崎漁協の燃油補給施設整備を補助
消費喚起プレミア商品券のための県への負担金
２割プレミアム付の商品券を発行
町民会館に放射線防護機能を付加

4,242万3千円
2,100万円
830万円
1,070万円

2億円



9 広報 いかた・2015. 5

　平成27年度の狂犬病予防注射と畜犬登録を次の日程で行います。
　予防注射は年１回、登録は生涯１回となっています。
　狂犬病は発症した犬は死亡してしまう病気です。また、噛まれた人も発症すると死亡してしまう怖い病気で
す。危害を防止するために必ず予防注射を受けてください。

飼い主のみなさまへ

狂犬病予防注射、畜犬登録のお知らせです

■問い合わせ先　伊方町役場町民課　TEL 38-2653

■料金（１頭につき）
　予防注射料　3,000円
　登録料　　　3,000円（新規登録のみ）

■持参するもの
　印　鑑（畜犬登録をする方）
　案内ハガキ（畜犬登録をしている方）
　料　金
　※ウンチ袋を必ずご持参ください

・犬の性格や健康状態を把握していて、しっかりと犬を
　押さえられる方が会場に来てください。
・安全のため、小さいお子さんの同行は避けてください。
・どうしても暴れてしまう犬には危険防止のため口輪の
　使用をおすすめします。

ご注意

伊方地域 瀬戸地域 三崎地域
5月12日（火）

大浜集会所前

中之浜集会所前

仁田之浜集会所前

豊之浦消防倉庫前

川永田コミュニティセンター前

伊方町役場前

9：45～10：10

10：20～10：30

10：40～10：55

11：15～11：35

13：20～13：35

13：45～14：25

5月13日（水）
二見分館前（加周）

二見バス停前

町見公民館前

伊方越集会所前

亀浦集会所前

鳥津集会所前

大成集会所前

10：10～10：30

10：40～10：50

11：00～11：30

13：15～13：25

13：30～13：40

14：05～14：15

14：25～14：35

5月19日（火）
志津集会所下

大江（農協前）

上倉集会所前

松之浜集会所前

塩成集会所前

瀬戸町民センター駐車場

足成集会所前

佐市集会所前

高浦（オー・エム・アイ）横

9：45～  9：50

10：00～10：20

10：30～10：35

10：40～10：45

11：00～11：20

11：30～12：00

13：10～13：20

13：30～13：35

13：40～13：50

5月20日（水）
神崎中道路

田部集会所前

高茂（谷本喜一郎氏宅前）

リゾート（向かいパーク）

四ツ浜出張所前

川之浜社会教育会館前

9：30～  9：40

9：50～10：00

10：05～10：10

10：20～10：30

10：50～11：20

11：30～11：50

5月26日（火）
名取（集会所）

名取（学校の下）

釜木（農協前）

平礒（集荷場前）

二名津集会所前

松（農協前）

明神集会所前

三崎（総合体育館前）

9：20～  9：40

9：45～10：00

10：10～10：20

10：30～10：45

11：05～11：25

11：40～11：50

12：00～12：05

13：10～13：50

5月27日（水）
井野浦集会所前

大佐田（農協前）

佐田（農協前）

高浦集会所前

三崎（赤坂中村電気倉庫前）

与侈（農協前）

串集会所前

正野（長浜菊池商店前県道）

正野（阿部達也商店前県道）

正野（野坂神社前）

9：10～  9：25

9：35～  9：50

9：55～10：05

10：15～10：30

10：35～11：05

11：20～11：30

11：40～12：00

13：10～13：25

13：35～13：45

13：55～14：05
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まちのできごと

三崎保育所入所式のご紹介
入所式
　の様子　４月6日、三崎保育所で入所式を開催し、新入

所となる３人を含む園児25人と保護者や関係者ら
が出席しました。
　式の中で名前が呼ばれた園児たちは、大きな声
で元気よく手を挙げて返事をしていました。宮本
所長が「保護者、地域住民、保育所職員一同で子
どもたちを一緒に見守っていきましょう」とあい
さつし、保護者会長の中村さんは「子どもたちと
一緒に一日一日を大切に過ごしていきたい」と話
しました。あいさつの後には手遊び・歌の発表が
あり、音楽に合わせて園児や保護者、来客者も一
緒に手遊びや歌を楽しんでいる様子でした。終始
にぎやかな様子で、式終了後、園児たちは「おも
しろかった」と笑顔で話していました。
　なお、町内保育所の入所式の様子については、
裏表紙で紹介しています。

3月18日 国立大学法人愛媛大学と連携協力協定締結へ
相互の連携を強化し、より一層地域の発展に資することを目的に

　愛媛大学にて、３月18日に連携協力の協定が締結されました。
　協定締結後のあいさつで、愛媛大学の柳澤康信学長から「今回
の協定締結により様々な連携が考えられるが、当面は佐田岬観光
まちづくり計画に関して取り組むことになる。伊方町が進める
ソーシャルツアーについては、学生が地域に出向いて地域の方々
と共に地域の課題解決に努めるための新たな企画であり、佐田岬
半島のフィールドは素晴らしいと思う。今後の学生の学びの場と
してご活躍いただきたい」と力強い言葉をいただきました。
　また、山下和彦町長は「伊方町では佐田岬観光まちづくり計画
をとりまとめ、地域資源を活かした事業展開への取り組みを進め
ているところであり、今回の協定締結を機に、愛媛大学のお力を
お借りしながら観光まちづくりをはじめ、必要とされる地域振興
策への取り組みを加速させたい」と決意を述べられました。
　今後、愛媛大学は社会連携推進機構、伊方町は産業振興課に連
絡窓口を設け必要に応じて連携していくことになります。
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ご結婚おめでとうございます
「人権の花」　贈呈式漁業後継者へ結婚祝い金贈呈
花でつなぐ絆

故・山本長松 氏（元伊方町長）
叙位　従五位　受章

　３月16日、伊方および町見老人デイサービスセ
ンターにおいて人権の花の贈呈式が開催されまし
た。この鉢植えは保育所の園児たちが球根の状態
から大切に育ててきたものです。
　町見デイサービスセンターで、九町保育所の園
児から鉢植えを手渡された利用者は「子どもたち
から花の世話を託され仕事ができた。元気でいな
いといけない」と話していました。
　「人権の花」運動は地域人権啓発活動活性化事
業で、球根やプランター等の資材を贈呈された園
児たちが、自分たちで育てた鉢植えを福祉施設や
独居高齢者らへ配布しているものです。植物を育
てることで園児たちの思いやりの心が育まれ、高
齢者との絆を深める機会となっています。

　３月23日、役場町長室において山下善正さん・
明里さん夫妻（田之浦）に山下町長が結婚祝い金
を贈呈しました。
　この結婚祝い金は、町内の商工業や農林水産業
を営む後継者の結婚に対し支給されるもので、意
欲ある後継者の自立支援や町内への定住、地域活
性化を目的としています。 
　山下町長はお二人に「伊方町は良いところなの
で地域に溶け込んで、活躍することを期待してい
る」と激励しました。 
　山下さんは「少しでも獲る量を増やしていきた
い」と漁業後継者としての今後の抱負を述べまし
た。

　本年２月５日にご逝去された故・山本長松氏（大浜）に、生前、地方自治の
発展に尽くされた功績に対し、位記　従五位が賜与され、４月15日愛媛県庁に
おいて、ご遺族に伝達されました。 
　故・山本氏は、昭和22年４月に旧伊方村議会議員に初当選され、旧伊方町議
会議員を含め連続３期12年間在職された後、昭和38年４月には旧伊方町長に就
任され、連続４期16年間にわたり町政を担当されました。
　その間、町財政の再建、農林水産業の振興、教育・保健福祉の充実、原子力
発電所の誘致等をとおして町行財政の飛躍的向上と地域の発展に多大なる貢献
をされました。



初めてのお誕生日を迎えるお子さんを紹介するコーナーです。
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家族みんなの癒しの一心。産まれてきてくれて
ありがとう。元気に大きくなぁれ！

慎治お父さん・智美お母さんより

いつも元気なかわいい一人娘。最近はハイハイ
が上手になったね。これからも健やかに育ちま
すように…。

博克パパ・亮子ママより

愛嬌者の龍羽心♡
男の子らしく、強く、逞しく、元気いっぱい育っ
てね♡

翼お父さん・恵子お母さんより

マイペースで少しおてんばな、まりちゃん♡
元気で優しい子に育ってね♡

直幸お父さん・麻夕子お母さんより

湊
浦
一

し 

お
り

池
川 
詩
織 

ち
ゃ
ん

田
之
浦

ま 

り
か

重
岡 

葵
夏 

ち
ゃ
ん

加
周

い
っ 

し
ん

り
ゅ 

う 

し
ん

大
田 

一
心 

ち
ゃ
ん

須
賀（
九
町
）

渡
邉 

龍
羽
心 

ち
ゃ
ん

5月5月
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伊方町中央保健センター  TEL38－1811 
瀬戸保健センター  TEL57－2113
三崎保健センター  TEL54－1771

13日　1歳6ヶ月児健診(中央保健センター　瀬戸・三崎地域の方12:45～　伊方地域の方13:00～）
29日　のびのび子育て相談（中央保健センター9:30～）

心の健康相談のご案内心の健康相談のご案内

21日　オレンジ会
　　　　(オレンジ作業所9:30～)
22日　心の健康相談
　　　　(中央保健センター13:30～)
　　　　【要予約】電話：38－1811
28日　なかよし広場
　　　 　(中央保健センター9:30～)
　　　 育児相談
　　　　(中央保健センター13:30～)

  8日　心の健康相談
　　　　(瀬戸町民センター13:30～)
　　　　【要予約　電話38-1811】
14日　たんぽぽクラブ
　　　　(瀬戸町民センター9:00～)
22日　にこにこ広場
　　　　(三崎保健センター9:30～)

20日　清見クラブ
　　　　　(三崎公民館9:30～)
22日　わんぱく広場
　　　　　(三崎保健センター9:30～)
28日　婦人がん・骨粗鬆症検診 
　　　　　(三崎保健福祉センター
　　　　　　　　　　　　　12:30～)

《5月の小児科初期救急診療当番医》 診療時間9:00～17:00 ※は18:00まで

3

4

5

6

10

17

24

31

みかんこどもクリニック※

亀井小児科

八幡浜急患センター※

おおむら小児科

守口小児科※

大洲ななほしクリニック

山下小児科

ごとう小児科

廣井一浩

亀井　勲

中原　務

大村　勉

守口　潤

戒能幸一

山下万浩

後藤悟志

八幡浜市白浜

大洲市東大洲

八幡浜市大平

内子町城廻

八幡浜市産業通

大洲市東若宮

西予市宇和町伊賀上

大洲市東大洲

0894-20-8800

0893-24-3757

0894-24-1199

0893-44-7117

0894-24-7770

0893-25-7710

0894-62-6801

0893-23-0510

  5/22、7/24、9/25、
11/18、1/22、3/25

 中央保健センター 13:30～14:30

 瀬戸町民センター 13:30～14:30

 三崎総合支所 13:00～14:00

  5/8、9/16、1/15

  4/24、6/26、 8/28、  
10/23、12/25、2/26

《5月の行事予定》 （　　）は会場、開始時間

全　町　対　象

伊　方　地　域 瀬　戸　地　域 三　崎　地　域

禁煙はいつ始めても遅くありません！

この機会に禁煙に取り組んでみてはいかがでしょう！

○たばこの煙には有害成分がいっぱい
　ニコチンやタール、一酸化炭素等２００以上の有害物質が含ま
　れています。

○こんなにあるたばこ関連の病気
　がんや心臓病、脳卒中、歯周疾患、十二指腸潰瘍等が発症しや
　すくなります。特に最近では、慢性気管支炎や肺気腫等の慢性
　閉そく性肺疾患(COPD)との関連が指摘されています。

○たばこは美の大敵
　肌を老化させる活性酸素が増加するため、シワやたるみが増え、
　肌は５年から１０年早く老化するといわれています。

※小児在宅当番医では外科治療は対応しておりません。ケガの場
　合は、当日の外科系の当番医または救急病院をご利用ください。

121

保健センターでは、皆さんが健康づくりをすすめていくためのお手伝いをしています。

保 健 セ ン タ ー だ よ り

開催予定日 場　所 時　間

禁煙始めてみませんか？
　　～５月３１日は「世界禁煙デー」～

＊　都合で日程が変更になることがありますので、該当 
　　月の広報の中の「保健センターだより」をご覧下さい。
＊　秘密は厳守致します。相談料は無料です。
＊　相談は個別相談となっております。又、予約制になっ
　　ておりますので、事前に保健センターへご連絡下さ
　　い。 

    （連絡先）伊方中央保健センター　３８－１８１１

　伊方町では心の健康に関する身近な相談の場と
して、下記の通り「心の健康相談」を実施していま
す。様々なストレス・年齢や身体の節目等からくる
心の不調はありませんか？相談は専門科医師が個
別に対応しています。認知症等についての相談や
ご家族からの相談も受け付けますので、お気軽に
ご利用下さい。　

　（相談内容）気分が落ち込む、眠れない、意欲・
　　　　　　　気力がわかない、物忘れがひどく
　　　　　　　なった　等。
　　　　　　　その他、心の健康に関する相談。
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ゴミの出し方

ごみ出しルールとマナー

を守ってきれいな町に！

ごみ出しルールとマナー

を守ってきれいな町に！

ごみ出しルールとマナー

を守ってきれいな町に！

シリーズ　シリーズ　

役場町民課　住民生活室　☎38-2653
瀬戸総合支所　地域住民室　☎52-0112
三崎総合支所　地域住民室　☎54-1111

問い合わせ先

第11回第11回

質問
？？？

回答

発泡スチロールは、無色透明袋に入れて出しましょう！

　発泡スチロールのごみの出し方について、類似した質問が寄せられているので、以下に分かりやすく説明し
ます。

　袋に入れて出された品質の高い発泡スチロールは、資源ごみとして有価物（町の収入）に生まれ変わります。
しかし、紐で縛って出された物は、雨風などにより汚れが付着してしまい、廃棄物として埋立処分されてしま
います。このような理由により、発泡スチロールは無色透明袋に入れて出していただくようお願いいたします。
　なお、リサイクルされた発泡スチロールは、町の収入源となり、リサイクルセンターの維持経費に充当され
ています。

解説：袋に入れるのも、紐で縛るのも同じ手間なので、袋に入る大きさの物であれば紐で縛って出す
　　　方が便利である。また、多量の物や大きな物を出す場合も同じことが言える。

Ｑ：なぜ、紐で縛って出してはいけないのか？

解説：発泡スチロールは下記の処理工程を経ています。
　　　選別後、綺麗なものは、発泡スチロールインゴット（角棒状の塊）に生まれ変わりますが、汚
　　　いものは、埋立て処分されてしまいます。

Ａ：プラスチックなどの原料になり、町の収入にもなるため、
　　品質を高める必要があるからです。

綺麗な発泡
スチロール 中間処理

埋立て処分
（廃棄物）

汚い発泡
スチロール

収集 選別

発泡スチロール
インゴット
（有価物）
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年金・消費生活

年
金
ひ
ろ
ば

消費生活に関する相談窓口
愛媛県消費生活センター
TEL 089-925-3700
役場町民課　住民生活室
TEL 38-2653
瀬戸総合支所　地域住民室
TEL 52-0112
三崎総合支所　地域住民室
TEL 54-1116

消
費
生
活
だ
よ
り

問い合わせ先
宇和島年金事務所
TEL 0895ー22ー5440
５月の宇和島年金事務所
出張年金相談日

８日（金）・28日（木）
時間：10時～15時30分
場所：八幡浜商工会議所

■
種
別
の
変
更
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
の
加
入
者
は
、
職
業
な
ど

に
よ
り
、
第
１
号
被
保
険
者
・
第
２
号

被
保
険
者
・
第
３
号
被
保
険
者
の
３
つ

の
「
種
別
」
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
厚
生
年
金
に
加
入
さ
れ
て

い
た
方
は
、
第
２
号
被
保
険
者
で
し
た

が
、
退
職
に
と
も
な
い
被
保
険
者
の

「
種
別
」
が
変
わ
り
ま
す
の
で
国
民
年

金
の
種
別
変
更
届
が
必
要
で
す
。

　

退
職
し
た
方
は
、
種
別
変
更
の
手
続

き
を
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

（
60
歳
未
満
の
方
）

■
３
つ
の
種
別

▼
第
１
号
被
保
険
者

　

自
営
業
、
農
林
漁
業
、
学
生
、
無
職

等
の
方

▼
第
２
号
被
保
険
者

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
厚
生
年
金
・
共

済
組
合
等
に
加
入
の
方

▼
第
３
号
被
保
険
者

　

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
配
偶
者
の
方

※

退
職
し
て
自
営
業
や
無
職
（
求
職

中
）
に
な
っ
た
方
は
、
第
１
号
被
保
険

者
に
な
り
、
扶
養
し
て
い
る
配
偶
者
が

い
る
場
合
は
、
配
偶
者
も
第
１
号
被
保

険
者
に
変
わ
り
ま
す
。

　

第
１
号
被
保
険
者
の
方
は
、
月
額
１

５
,
５
９
０
円
（
平
成
27
年
度
）
の
国

民
年
金
保
険
料
納
付
が
必
要
で
す
。

　

口
座
振
替
に
よ
る
保
険
料
納
付
が
大

変
便
利
で
す
。

■
所
得
の
減
少
や
失
業
等
に
よ
っ
て
納

付
が
困
難
な
場
合

・
所
得
の
減
少
や
失
業
等
に
よ
っ
て
保

険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
「
国

民
年
金
保
険
料
免
除
制
度
」
「
若
年
者

（
30
歳
未
満
）
納
付
猶
予
制
度
」
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

・
申
請
の
手
続
き
は
、
町
の
国
民
年
金

窓
口
又
は
、
宇
和
島
年
金
事
務
所
で

行
っ
て
お
り
ま
す
。
手
続
き
に
は
、
年

金
手
帳
・
印
鑑
が
必
要
で
す
。

※

失
業
の
場
合
は
「
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
」
又
は
、
「
離
職
票
」
の
写
し

が
必
要
で
す
。

退
職
さ
れ
た
方
の
国
民
年
金
手
続
き
に
つ
い
て

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
は
、

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
等
か
ら
気
軽
に
商
品

を
出
品
・
落
札
す
る
こ
と
が
で
き
、
今

や
人
気
の
取
引
形
態
で
す
。
し
か
し
、

相
手
と
顔
を
合
わ
せ
ず
ネ
ッ
ト
上
で
の

や
り
取
り
の
み
で
取
引
す
る
こ
と
が
多

い
た
め
、
「
落
札
し
た
商
品
が
届
か
な

い
」
「
届
い
た
商
品
に
傷
が
あ
っ
た
」

等
の
ト
ラ
ブ
ル
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

■
相
談
事
例
１

　

大
手
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
で
革

ジ
ャ
ン
を
落
札
し
、
出
品
者
の
口
座
に

代
金
を
振
り
込
ん
だ
。
数
日
経
っ
て
も

商
品
が
送
ら
れ
て
こ
な
い
た
め
、
メ
ー

ル
で
催
促
し
た
が
返
事
が
な
い
。
出
品

者
の
住
所
や
電
話
番
号
が
わ
か
ら
な
い

の
で
、
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

■
相
談
事
例
２

 

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
に
出
品
さ
れ
て

い
た
自
動
車
を
、
年
式
は
古
か
っ
た
が

走
行
距
離
が
少
な
か
っ
た
の
で
落
札
し

た
。
と
こ
ろ
が
後
日
、
走
行
メ
ー
タ
ー

が
改
ざ
ん
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し

た
。
出
品
者
に
減
額
し
て
ほ
し
い
と
伝

え
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
っ
き
り
連
絡
が
つ

か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

■
ア
ド
バ
イ
ス

▼
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
出
品

者
が
個
人
の
場
合
は
、
個
人
間
で
の
取

引
と
な
り
特
定
商
取
引
法
が
適
用
さ
れ

ま
せ
ん
。
相
手
の
信
頼
性
や
取
引
に
つ

い
て
の
判
断
は
、
自
己
責
任
と
な
る
た

め
慎
重
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

▼
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
の
利
用
規
約

や
ト
ラ
ブ
ル
情
報
、
出
品
者
の
評
価
や

過
去
の
取
引
状
況
な
ど
は
事
前
に
し
っ

か
り
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▼
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
で
は
、
画
面

上
に
必
ず
し
も
詳
細
な
情
報
が
表
示
さ

れ
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
意
図
的

に
都
合
の
悪
い
情
報
を
隠
し
て
い
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
落
札
前
に
商
品
に
つ

い
て
十
分
質
問
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

▼
取
引
す
る
場
合
、
相
手
の
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
や
携
帯
電
話
番
号
の
ほ
か
、
住

所
、
固
定
電
話
番
号
な
ど
の
連
絡
先
も

確
認
し
、
実
際
に
連
絡
が
取
れ
る
か
事

前
に
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
は
ト
ラ
ブ
ル
に
気
を
つ
け
て
！
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地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
通
信

特別編2

振興センター通信

■
お
お
ち
ゃ
ん
小
法
師

　

震
災
の
年
か
ら
、
わ
ず
か
で
は
あ
り

ま
す
が
、
送
り
続
け
て
き
た
サ
ツ
マ
イ

モ
や
み
か
ん
、
そ
し
て
み
か
ん
ジ
ュ
ー

ス
の
お
礼
と
し
て
、
福
島
県
大
熊
町
か

ら
か
わ
い
い
贈
り
物
が
届
き
ま
し
た
。

　

大
熊
町
の
方
々
が
避
難
先
と
し
て
い

る
会
津
の
伝
統
的
な
郷
土
玩
具
起
き
上

が
り
小
法
師
と
大
熊
町
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
お
お
ち
ゃ
ん
」
を
題

材
に
し
た
「
興
き
上
が
り
小
法
師
」
で

す
。

　

こ
れ
に
は
、
次
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
添
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
『
こ
の
小
法
師
の
絵
柄
は
、
大
熊
町

の
特
産
品
で
あ
る
梨
と
熊
川
を
遡
上
す

る
鮭
を
手
に
笑
顔
の「
お
お
ち
ゃ
ん
」

を
大
熊
中
学
校
の
生
徒
が
デ
ザ
イ
ン
し

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
度
皆
様
に
お
送

り
し
ま
す『
お
お
ち
ゃ
ん
小
法
師
』
は
、

町
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
協
力
を
得

ま
し
て
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
が
集
ま

り
、
小
法
師
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
感
謝
の

気
持
ち
と
復
興
の
願
い
を
込
め
て
完
成

さ
せ
た
作
品
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

大
熊
町
は
、
倒
れ
て
も
倒
れ
て
も
立

ち
上
が
る
小
法
師
の
よ
う
に
、
復
興
・

再
生
に
向
け
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
相
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
熊
町
長

　

私
達
の
思
い
が
大
熊
町
の
方
々
に
届

き
、
そ
し
て
わ
ず
か
で
も
力
と
な
っ
た

と
し
た
ら
こ
れ
以
上
の
喜
び
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

大
熊
町
に
限
ら
ず
、
今
、
復
興
に

向
け
て
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
す
べ
て

の
人
に
対
し
て
「
忘
れ
な
い
。
」
を

第
一
に
今
後
も
で
き
る
こ
と
を
や
っ

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
バ
イ
テ
ク
講
座
受
講
生
募
集

　

地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
24

年
度
か
ら
サ
ツ
マ
イ
モ
の
ウ
イ
ル
ス
フ

リ
ー
苗
の
育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ウ
イ
ル
ス
フ
リ
ー
苗
は
、
栽
培

や
苗
を
作
る
段
階
で
感
染
し
て
い
る
ウ

イ
ル
ス
を
取
り
除
く
こ
と
で
、
そ
の
種

苗
が
持
っ
て
い
る
本
来
の
力
を
引
き
出

し
、
品
質
や
収
量
の
優
れ
た
苗
で
、
昨

今
の
サ
ツ
マ
イ
モ
栽
培
の
先
進
地
で
は

主
流
と
な
っ
て
お
り
、
振
興
セ
ン
タ
ー

で
育
成
し
た
苗
も
、
農
家
の
方
に
よ
る

試
験
栽
培
に
お
い
て
良
好
な
評
価
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
講
座
で
は
、
振
興
セ
ン
タ
ー

の
設
備
を
利
用
し
て
、
ツ
ル
を
取
る
前

の
一
本
苗
の
状
態
ま
で
の
育
成
技
術
を

学
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

の
後
、
ご
自
分
の
園
地
で
ツ
ル
を
採
る

ま
で
育
て
て
い
た
だ
く
た
め
、
増
殖
の

た
め
の
育
苗
ハ
ウ
ス
を
所
有
し
て
増
殖

が
可
能
な
農
家
の
方
を
対
象
に
開
催
す

る
も
の
で
す
。

尚
、
開
講
予
定
と
し
て
は
、
６
〜
７
月

に
１
回
入
門
的
な
技
術
講
習
を
行
い
、

そ
の
後
は
、
苗
の
成
長
に
合
わ
せ
て
、

受
講
生
の
方
と
協
議
し
な
が
ら
１
〜
２

月
毎
に
開
講
し
て
い
き
、
来
年
３
月
頃

に
は
、
苗
の
鉢
上
げ
を
目
標
に
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
や
意
欲
の
あ
る
農
業

後
継
者
の
方
の
お
申
込
み
、
お
問
い
合

わ
せ
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

伊
方
町
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

　

TEL
３
８
ー
２
２
８
8

大
熊
町
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　
　

「
お
お
ち
ゃ
ん
」
を
題
材
に
し
た

　
　
　
　
　
　
　

「
興
き
上
が
り
小
法
師
」

サ
ツ
マ
イ
モ
の
ウ
イ
ル
ス
フ
リ
ー
苗
の
育
成

こ
　
ぼ
　
し
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観光まちづくり

佐
田
岬
観
光
ま
ち
づ
く
り
通
信

Vol.9

　

「
佐
田
岬
旅
オ
ア
シ
ス
」
と
は
、
佐

田
岬
に
訪
れ
た
旅
人
が
、
ホ
ッ
と
一
息

つ
け
る
場
所
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
出
会

え
る
場
所
で
す
。
申
し
込
み
の
あ
っ
た

町
内
二
十
五
カ
所
の
商
店
や
旅
館
を
こ

の
度
認
定
し
ま
し
た
。
伊
方
町
を
訪
れ

る
サ
イ
ク
リ
ス
ト
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

楽
し
む
方
、
観
光
客
を
快
く
迎
え
入
れ

る
「
お
も
て
な
し
」
の
場
所
で
す
。

　

認
定
し
た
場
所
に
は
、
認
定
証
・
空

気
入
れ
・
修
理
キ
ッ
ト
・
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
・
サ
イ
ク
リ
ン
グ
マ
ッ
プ
等
の

備
品
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
認
定
し
た
二
十
五
カ
所
の
多
く

が
、
町
が
設
定
し
て
い
る
サ
イ
ク
リ
ン

グ
コ
ー
ス
沿
い
に
あ
り
ま
す
。
町
が
設

定
し
て
い
る
コ
ー
ス
は
旧
国
道
（
生
活

道
路
）
に
降
り
て
私
た
ち
の
集
落
を
周

遊
す
る
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

メ
ロ
デ
ィ
ー
ラ
イ
ン
か
ら
足
を
延
ば
し

て
集
落
を
訪
れ
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

軒
先
に
掲
げ
る
共
通
の
「
の
ぼ
り
」

が
目
印
で
す
。

　

「
佐
田
岬
旅
オ
ア
シ
ス
」
の
詳
し
い

場
所
は
新
た
に
制
作
し
た
サ
イ
ク
リ
ン

グ
マ
ッ
プ
に
記
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

是
非
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
連
絡
先 

伊
方
町
産
業
振
興
課　

商
工
振
興
室 

TEL
３
８
ー
２
６
５
７

「
佐
田
岬
旅
オ
ア
シ
ス
」
と
し
て
町
内
二
十
五
カ
所
を
認
定
！

　

４
月
４
日
、
川
之
浜
地
区
で
昭
和
30

年
代
頃
ま
で
し
ら
す
漁
で
活
躍
し
て
い

た
手
漕
ぎ
木
造
和
船
が
復
刻
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
木
造
和
船
は
、
地
元
の
朝
日

共
販
株
式
会
社
（
代
表　

福
島
大
朝

氏
）
に
よ
る
建
造
で
、
全
長
約
13
ｍ
、

全
幅
約
３
ｍ
で
、
４
挺
の
艪
を
こ
い
で

進
み
ま
す
。

　

お
披
露
目
式
で
福
島
大
朝
氏
は
「
豊

か
な
水
産
資
源
と
し
ら
す
漁
の
歴
史
に

感
謝
を
忘
れ
ず
、
常
に
地
域
貢
献
の
形

を
模
索
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
和
船
復

刻
が
、
佐
田
岬
の
観
光
活
性
化
に
役
立

ち
つ
つ
、
子
供
た
ち
へ
伝
統
文
化
を
伝

え
る
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
」
と
あ

い
さ
つ
を
述
べ
、
多
く
の
地
域
の
方
々

が
集
ま
る
中
、
盛
大
に
も
ち
ま
き
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
復
刻
和
船
は
当
分
の
間
、
川
之

浜
地
区
に
あ
る
「
し
ら
す
パ
ー
ク
」
に

展
示
さ
れ
、
将
来
は
計
画
中
の
「
し
ら

す
資
料
館
」
の
目
玉
の
ひ
と
つ
と
な
る

予
定
で
す
。

　

今
後
の
観
光
振
興
と
次
世
代
へ
の
産

業
文
化
の
伝
承
両
面
に
大
き
な
期
待
が

持
た
れ
ま
す
。

産
業
文
化
の
伝
承
を
観
光
モ
デ
ル
に
！

約
60
年
ぶ
り
に
し
ら
す
漁
手
漕
ぎ
和
船 

「
福
善
丸
」 

復
刻

フ
ク
ヨ
シ
マ
ル

❷

❸

❶

❸

❷❹

❶

①「佐田岬オアシス」
　認定証授与の様子
②軒先に掲げる共通の
　「のぼり」
③サイクリングマップ

①手漕ぎ和船「福善丸」
②川之浜に入港する福善丸
③もちまきの様子
④子どもたちに説明する福
島氏
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三
崎
高
校
だ
よ
り

三
崎
高
校
だ
よ
り

三
崎
高
校
だ
よ
り

入
学
式

離
任
者
紹
介

　

四
月
九
日
、
多
く
の
来
賓
や
保
護
者
の

方
々
が
見
守
る
中
、
29
名
の
新
入
生
が
三

崎
高
校
へ
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。
新
入

生
代
表
宣
誓
で
は
、
梶
原
知
香
さ
ん
が
、

高
校
生
活
へ
の
熱
い
思
い
を
力
強
く
宣
誓

し
ま
し
た
。
緊
張
し
た
面
持
ち
だ
っ
た
新

入
生
も
、
新
生
活
に
向
け
て
キ
ラ
キ
ラ
輝

く
表
情
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
来

賓
の
方
々
よ
り
心
の
こ
も
っ
た
御
祝
辞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
後
に
、
在
校
生
と

教
職
員
に
よ
る
全
力
校
歌
の
歌
声
が
高
ら

か
に
響
き
わ
た
り
、
第
六
十
五
回
三
崎
高

校
入
学
式
が
終
わ
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
三
崎
高
校
に
と
っ
て
本
校
存

続
が
か
か
っ
た
勝
負
の
年
。
「
少
な
い
け

れ
ど
、
キ
ラ
リ
と
光
る
、
入
り
た
い
、

入
っ
て
良
か
っ
た
三
崎
高
校
」
に
な
れ
る

よ
う
、
一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
。

　

三
月
三
十
一
日
を
も
ち
ま
し
て
、
小
倉

校
長
を
は
じ
め
７
名
の
教
職
員
が
離
任
い

た
し
ま
し
た
。
三
崎
高
校
在
職
中
は
、
保

護
者
の
方
を
始
め
、
地
域
の
方
々
に
お
世

話
な
り
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

○
小
倉
好
正
（
校
長
・
小
松
）

○
友
澤
功
一
（
事
務
長
・
大
洲
農
業
）

○
阿
部　

太
（
国
語
・
定
年
退
職
）

○
新
名
真
裕
美
（
理
科
・
み
な
ら
特
支
）

○
岡
﨑　

翔
（
音
楽
・
三
島
）

○
井
門
敬
宏
（
英
語
・
都
立
瑞
穂
農
芸
）

○
泉 

志
保
（
養
護
・
し
げ
の
ぶ
特
支
）

新
任
者
紹
介

　

今
年
度
よ
り
、
近
藤
校
長
を
は
じ
め
、

あ
ら
た
に
７
名
の
教
職
員
が
三
崎
高
校
に

赴
任
し
ま
し
た
。
学
校
や
地
域
に
早
く
慣

れ
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
近
藤　

実
（
校
長
・
松
山
東
）

○
菊
地
紅
美
（
事
務
長
・
八
幡
浜
）

○
阿
部　

太
（
国
語
・
再
任
用
）

○
坂
本
正
虎
（
理
科
・
宇
和
島
南
中
等
）

○
中
村
優
哉
（
体
育
・
新
居
浜
西
）

○
浅
井
典
子
（
音
楽
・
新
規
採
用
）

○
村
上
紘
教
（
英
語
・
三
瓶
）

○
岩
井
小
百
合
（
養
護
・
八
幡
浜
工
業
）

　
　
　
　

※

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
「
花
橘
」
を
御
参
照
く
だ
さ
い
。

CIR（国際交流員）フィリップ・モイヤーの毎号記事

A Message from the CIR
復 活 祭（イースター）

　キリスト教の最も重要な日は復活祭（イースター）です。イエスは金曜日に死んで、日
曜日に死から復活したと言われています。イースターはこの奇跡を祝う日です。毎年イー
スターの日付は違いますが、いつも３月や４月の日曜日にあります。

　アメリカでは多くの子どもがイースターの伝統行事に参加します。
一番有名な行事は卵探しです。たまに本物の卵を使いますが、だい
たいプラスチックの卵を使います。大人（両親、先生、など）が卵
をいたるところに隠して、子どもが探します。プラスチック卵の中
にチョコを入れる習慣があります。天気が良かったら、外で探すの
は人気です。そして、明るい色のペイントを使って卵に模様を塗る
のも人気です。
　イースターウサギがサンタークロースのようにイースターの前日
の夜、子どもの「イースターかご」にチョコやキャンディーを入れ
るという話があります。小さい子どもはこの物語を教わります。
　カトリック教の家族に育った私は子どもの頃そのイースターの行
事に参加しました。兄弟と一緒にプラスチック卵を探して、本物の
卵に模様を塗って、「イースターかご」にチョコをもらいました。
大きくなったらこの習慣を止めたけど、それは幸せな思い出です。

イースターウサギと記念撮影
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2015

5月消防署からのお知らせコーナー消防署からのお知らせコーナー消防署からのお知らせコーナー

八幡浜地区消防署

本 署 ２２－０１１９ 第一分署 ５３－０３１１
予防課 ２３－０１１９ 第二分署 ３６－３１１９
総務課 ２４－０１１９ 第三分署 ３３－３３４９

救急病院情報･身近なAED設置場所・住宅用火災警報器
その他の情報は八幡浜地区消防Webサイトをご覧ください。
http://fd-yawatahama-ehime.jp/index.php
大手検索サイトから「八幡浜消防」で検索 モバイル版

Webサイト

地 区 別 火 災 救 急
八幡浜地区 4

0
0
0
0
0
0
4

318
29
32
58
65
85
0

587

三 崎 地 区
瀬 戸 地 区
伊 方 地 区
保 内 地 区
三 瓶 地 区
そ の 他
合 計

管内の火災・救急概況
平成27年1月1日～平成27年3月31日現在

水道の水質検査結果及び計画について

■問い合わせ先  伊方町役場上下水道課　上水道室　TEL38-2663

※計画の詳細については、町ホームページに掲載しております。

上

　皆さんに親しまれている川柳の応募により、防災意識の高揚を図ることと、八幡浜地区を広くＰＲ
することを目的に、以下のテーマの作品を募集します。ユーモアあふれる作品をお寄せください。
　審査については、小学生の部、中学生の部、一般の部（高校生以上）の３部門に分けて実施します。

応募用紙に必要事項を記入のうえ、下記送付先へ郵送、ＦＡＸ、電子メールにてご応募ください。
または、各署に設置してある応募箱に投函してください。※複数応募可。
応募用紙は、八幡浜地区消防Webサイトからダウンロードもしくは各署に設置してあるものをご使用ください。

・標語のような作品は川柳募集の観点から無効となります。
・応募用紙に記入漏れのある場合は無効となります。
・メールの場合、応募用紙の添付が必須です。メール本文への記入のみでは無効となります。
・個人情報は、目的に限り利用し適切に管理します。

平成26年度　水道水質検査結果をお知らせします
　平成26年度水質検査計画に基づいて検査した結果、原水、浄水ともに国の定める基準値を全てクリアしており、安
全な水を供給することができていました。下記に浄水の検査結果の一部を公表します。

テーマ

応募
方法

提出
期限

応募先
問い合わせ先

注意
事項

１　消防川柳（ 防火・防災・救急など消防に関するもの ）　
２　八伊予川柳（ 八幡浜、伊方、三瓶をイメージするもの ）

平成２７年５月１日（金）
～７月３１日（金）まで（必着）

八幡浜市松柏丙796　八幡浜地区消防本部　予防課
TEL 23－0119　FAX 22－5227
メールアドレス senryuu2015@fd-yawatahama-ehime.jp

一般細菌

検査結果

検査計画

集落数が
100個/ml以下

検出され
ないこと 5.8～8.6基準値

伊方地域
瀬戸地域
三崎地域

4
2
1

不検出
不検出
不検出

7.81
8.15
8.15

異常なし
異常なし
異常なし

異常なし
異常なし
異常なし

0.7
2.0
0.7

0.2度未満
0.2度未満
0.2度未満

異常で
ないこと

異常で
ないこと

５度以下

※数値は各地域ごとの年間最大値

２度以下

大 腸 菌 Ｐ Ｈ 値 味 臭　　気 色　　度 濁　　度

平成27年度　水道水質検査計画について
　伊方町では、水道水が水質基準に適合し安全であることを保証するため水質検査を実施しております。平成27年度
の検査について、回数や採取場所などを明らかにし、計画的に実施するため、水質検査計画を策定しましたので公表
します。

検査項目

浄　水

原　水

病原微生物など（９項目）
鉛、フッ素など（18項目）
カドミウムなど（24項目）
病原微生物など（39項目）

月１回
３ヶ月に１回
３年に１回
年１回

町内の各配水池の管末付近の給水栓
伊方地域３箇所 瀬戸地域５箇所 三崎地域４箇所

町内の水源地　伊方地域９箇所　瀬戸地域２箇所

検査頻度 採取場所

川柳募集
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各種お知らせ

　愛媛県職員採用候補者（上級）試験が実施され
ます。また、今年度から民間企業等での職務経験
者を対象とした新たな試験を実施します。受験資
格、申込み方法等詳細につきましては、愛媛県人
事委員会事務局までお問い合わせください。
■第１次試験（上級）　６月28日（日）
　松山・東京・大阪のいずれかで受験可能
■試験案内は5月15日（金）から愛媛県職員採用
　情報ホームページでダウンロードできます。
■問い合わせ先　愛媛県人事委員会事務局
　　　　　　　　TEL 089-912-2826

愛媛県職員募集のお知らせ

■日時　６月17日（水）13：00～15：50
■会場　ひめぎんホール　サブホール
■内容　　男女共同参画フォトコンテスト表彰式、
　　　　映画字幕翻訳者の戸田奈津子さんをお招
　　　　きしての基調講演、パネルトーク
■申込方法　電話、はがき、ファックス、メール
■問い合わせ先
　愛媛県 男女参画・県民協働課男女参画グループ
　TEL ０８９－９１２－２３３２
　FAX ０８９－９１２－２４４４
　E-mail　danjokyodo@pref.ehime.jp

第20回男女共同参画社会づくり
推進県民大会参加者募集

　伊方町では、手話を必要とする聴覚障がい者の
コミュニケーション支援を実施するため、交流活
動の促進、広報活動などの支援者として日常会話
程度の表現技術を習得した手話奉仕員の養成を行
っています。
　平成27年度の受講者の募集は次のとおりです。
ボランティアに興味・関心のある方は、この機会
にぜひ受講してみませんか。

■日　程　平成27年５月27日（水）
　　　　　～平成28年２月24日（水）　全35回
　　　　　19：30～21：00
■会　場　八幡浜市保健福祉総合センター２階
　　　　　シルバーボランティアルーム
■定　員　20人程度
■受講料　3,000円（税抜）※テキスト代
■申込期限　５月22日（金）
■問い合わせ先・申し込み先
　　　　　八幡浜市社会福祉協議会 本所
　　　　　TEL ２３－２９４０
　　　　　FAX ２３－０５０６

手話を学ぼう・手話で話そう
手話奉仕員養成講座のお知らせ

町営住宅入居者募集

①～③瀬戸総合支所地域振興室　TEL 52-0113
④～⑥三崎総合支所地域振興室　TEL 54-1113

問い合わせ先

申込期限　5月8日（金）午後５時まで
入居資格　収入基準や地方税等公共料金の滞納がない
　　　　　こと等の基準を満たす必要がありますので、
　　　　　詳しくはお問い合わせください。

その他
※入居する際には、町内に居住し、
独立の生計を営み、かつ、入居を許
可された者と同程度以上の収入を有
する方の保証人が２名必要です。

①
②
③
④
⑤
⑥

三机団地
三机休石団地
大久住宅
砂田団地
内の浦住宅
二名津向住宅

三机
三机
大久
二名津
串

二名津

3戸
２戸
1戸
2戸
2戸
3戸

２ＤＫ
３ＬＤＫ
２ＤＫ
３ＤＫ
4Ｋ
２ＬＤＫ

平成  1年
平成10年
昭和57年
昭和61年
昭和54年
昭和61年

14,100円～21,000円 
40,000円
10,000円 
12,300円～18,400円
13,000円 
13,000円 

番 号 団　地　名 場　所 募集戸数 間取り 建築年度月 額 家 賃

※内の浦住宅は未修繕物件です。入居決定後、修繕期間が必要になりますので、ご了承ください。
※三机団地１階につきましては、優遇世帯向け住宅となっています。
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犬・ねこ

犬・ねこ

犬・ねこ

犬・ねこ

犬・ねこ

5月 くらしのカレンダー

犬・ねこ 犬、猫引取日（役場、瀬戸・三崎総合支所、町見出張所へ
９時00分までに）

くらしのカレンダー・相談事業開催日

スマイルルーム開設日変更のお知らせ

くらしの相談事業開催日（5月分）
 ８(金)　心配ごと相談 　　
　　　　三崎保健福祉センター　9:30～12:00

　　　　心配ごと法律相談【予約制】※ 　　　　
　　　　瀬戸町民センター　14:00～17:00

11(月)　特設人権相談所 　
   　　　瀬戸町民センター　13:30～16:00

13(水)   心配ごと相談 　
  　　　 伊方町民会館　13:00～16:00

　　　　行政相談所 
　　　　町民会館５階和室　13:00～16:00

19(火)　消費生活相談 
　　　　役場１階相談室　9:00～16:30

20(水)　当番司法書士事務所 
　　　　三崎総合支所　13:30～16:00

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

　５月１日から、スマイルルーム（子育て交
流広場）の開設日をこれまでの火・金曜日の
週２回から月・水・金曜日の週３回の開設と
しますので、お知らせします。
　スマイルルームは家庭で育児をしている保
護者やその子どもが交流や支援員と育児に関
する相談ができます。
　また、月に２～３回はイベントをしますの
で、ぜひ、お越しください。

スマイルルーム開設日・場所
開設日　毎週　月・水・金曜日（祝日除く）
場　所　伊方町民会館　３階　保育室
※詳しい日程は町ホームページに掲載します。

※心配ごと法律相談は【予約制】です。相談を希望さ
れる方は、相談日の前日までに社会福祉協議会本所
（TEL38-2360）へ予約をお願いします。

世界赤十字デー

ピップスおはなし会（図書館13:30～）
人権の日
母の日

給食サービス事業（町見地区）

佐田岬ふるさとウォーク2015

海のつどい　（大久西海岸10：00～）

こいのぼりまつり　（二名津10：00～）

児童福祉週間　～11日

ピップスおはなし会（図書館13:30～）　

伊方町ターゲット・バードゴルフ大会（町民グラウンド）

世界禁煙デー

佐田岬半島の自然スライド上映会（町見郷土館19:00～）

憲法記念日

みどりの日

こどもの日

振替休日

給食サービス事業（伊方地区） 
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①運転状況について（平成27年3月末日現在）
　伊方１号機（定格電気出力56万6千キロワット）
　　第28回定期検査中
　伊方２号機（定格電気出力56万6千キロワット）
　　第23回定期検査中
　伊方３号機（定格電気出力89万キロワット）
　　第13回定期検査中　　　

②低レベル放射性固体廃棄物の搬出について
　３月５日、四国電力は、伊方発電所から発生した
低レベル放射性固体廃棄物を、青森県六ヶ所村にあ
る埋設処理施設へ搬出しました。廃棄物は、放射線
管理区域で使用した金属・プラスチックなどの固体
状の放射性廃棄物をモルタル固化したものをドラム
缶に詰めたもので、合計 360 本を搬出しました。
搬出にあたっては、３日から４日にかけて伊方発電
所専用岸壁で専用船への積み込み作業が行われ、５
日の 17 時 30 分、出港しました。町では、職員が
現地立会し、輸送物等の放射線測定結果が法令に定
める基準値以下であることや船積み作業等が安全に
行われたことを確認しました。

③３号機ディーゼル発電機の
　　　　　　　　　燃料冷却水の溢水について
　３月 20 日、３号機ディーゼル発電機の燃料弁冷却水タ
ンクから冷却水がオーバーフローして床面に溢水してい
ることを運転員が確認しました。点検の結果、タンク内
に設置されているフロート弁の不調により冷却水が補給
され続けたため、オーバーフローしたことが確認されま
した。なお、漏れた冷却水は、全量（約 11 ㎥）回収して
おります。
　本事象による環境への影響はありません。
　このほか、３月においては 11 日に作業員負傷の報告が
ありました。

　個人情報保護制度において、平成26年度は町が保
有する公文書に記録されている自己に関する個人情
報の開示の請求がなかったことをお知らせします。

　※納税通知書は５月11日頃に送付予定です。

納付できる場所 　

　金融機関、コンビニエンスストア、郵便局、県

地方局・支局 

問い合わせ先、納税のご相談 　

　南予地方局八幡浜支局税務室　TEL 22-4111 

※自動車税は、車検を受けるときに納めればよい

税金ではありません。必ず期限内に納めましょう。

伊方発電所の状況

町内の交通事故（3月） 26年 度

物 損 事 故
人 身 事 故

傷 者
死 亡

14件
1件
1人
0人

累 計
累 計
累 計
累 計

123件
10件
11人
0人

伊 方 町 の 人 の 動 き（平成27年3月末日現在） 増減事由は3月中

人　口　10,402人 （ー52人）
（ー12人）
（ー40人）
（  18世帯）

男 4,964人
出　生 3人

死　亡 16人

転　入 34人

転　出 73人女 5,438人
世　帯 4,839世帯

ま ご こ ろ 銀 行
　次の方々から社会福祉協議会「まごころ銀行」へ、善意のご寄附
をいただきました。有意義に活用させていただきます。
　
・中村　千枝子　様（三崎）　・伊方町商工会女性部伊方支部　様
・伊方町区長会　様　　　　　・三崎福寿会　様
・三崎中学校生徒会　様　

個人情報保護制度運用状況について 平成27年度自動車税納期内納付キャンペーン

自動車税の納付期限は、
6月1日（月）です。

　情報公開制度は、町が保有する情報（公文書）を
町民の皆さんの請求に応じて公開（閲覧、写しの交
付）するもので、平成26年度の運用状況をお知らせ
します。

情報公開制度運用状況について

ー

情報公開制度運用状況
請求件数

1 0 0 1

全部公開 部分公開 非公開
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　４月６日、７日に町内の各保育所で入所式が行われました。
　新しく39人の園児が入所し、町内８か所の保育所に214人の園児が通うことになりました。
各保育所の入所式の様子をお知らせします。

伊
方
保
育
所

加
周
保
育
所

三
机
保
育
所

川
之
浜
保
育
所

九
町
保
育
所

大
浜
保
育
所

大
久
保
育
所

三
崎
保
育
所
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